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１．はじめに
高岡短期大学では、１９９５年度より１年生の
前期に情報処理の入門的内容の授業を実施し
ている。当時高等教育機関では、情報を専門
としない学生の一般情報処理教育１）に関心が
寄せられ始めたころで、コンピュータはあく
まで道具であるとの考え方と全ての学生にコ
ンピュータサイエンスの基礎を教えるべきだ
という考え方があり、現在もなお多面的に検
討が続けられている２）。
高岡短期大学での情報処理入門教育は、全
ての学生に平等に最低限の情報リテラシーと
初歩的な情報処理の考え方を育成するという
目的をもち、学科やコースの区別をせずにク
ラスを分け、複数の教員と技術専門職員が１
クラスを担当するという比較的珍しい教育体
制での試みであった。しかしながら、情報技
術はこの数年で大きくのび、インターネット
普及率の高さや初等・中等教育でのパソコン
活用が進む中、高岡短期大学の情報処理入門
科目の内容や必要性をもう一度見直す時期に
きている。
本稿では、まず入学以前の学生のコンピュ
ータ利用について７年間の調査結果から現状
を認識する。次に情報処理入門科目の内容を
概観したあと、授業終了時点での学生による
自己評価と授業評価、および、授業担当者か
らみた現状の問題点を明らかにする。最後に
初等・中等教育における情報科目の導入の状
況や予定を考慮しながら、高岡短期大学にお
ける入門的情報処理教育について、今後取り
組むべき課題について整理する。
２．情報処理入門科目での調査３）
情報処理入門科目では、毎年学生に対して
以下のような調査を実施している。
∏入学前のコンピュータ経験
π授業に対する評価（自己評価も含む）
∫コンピュータに対する意識調査
本稿では、上記∏について２．１節で、π
について２．２節で報告および考察する。な
お∫のコンピュータに対する意識調査は、学
科や専門の違いによるコンピュータに対する
意識の相違を調査する目的で１９９５年度から
１９９７年度まで実施した。その結果専門性（志
向）の違いは、コンピュータアレルギーや学
習意欲とは相関関係がほとんどなく、専門性
の異なる学生の混在は、学生同士の刺激とな
ることがわかっている４）。
２．１　コンピュータ体験の現状
∏入学前のコンピュータ体験の有無
高岡短期大学に入学する前にコンピュータ
を体験した（使ったことがある）学生は、
１９９５・１９９６年度は約半数前後であったが、
２０００・２００１年度には９０％程度と大幅に増加し
ている（図１）。また、コンピュータ体験の時
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期は中学校や高校時が多く、中等教育でのコ
ンピュータ利用教育が進みつつあることが窺
われる（図２）。
π入学前のコンピュータ体験項目
図３は、コンピュータ体験有りと答えた学
生の体験内容を項目別に時系列で比較したも
のである。文書作成、描画、ゲームの３項目
は７年間上位を占めているが、近年では文書
作成体験の割合が１００％から６２％と下がる傾
向がみられる。一方で、インターネットおよ
び電子メール（１９９９年度調査から項目を追加）
の伸びが大きい。とは言うものの、後に紹介
する学生からの自由記述（以下学生コメント）
や個別の電子メール内容から推測すると、イ
ンターネット体験者の多くはインターネット
サーフィン程度であると思われる。また、そ
の他の分類に入れたプログラム作成について
も、経験者は減少傾向にある。
一方、情報コースの学生に対して実施した
別の調査では、商業や工業科を卒業した学生
の中には、ワープロやインターネット検索、
ホームページ作成、表計算、プレゼンテーシ
ョンソフトなど、短大での情報処理入門や情
報ビジネス入門（１年後期）科目で学習する内
容をすでに学習済みである者も多く、コンピ
ュータ利用が初めての学生（１０％程度）との経
験差から生じる問題は無視できない。
∫パソコンおよび携帯電話の所有状況
１９９９年度より実施しているパソコンの所有
調査（図４）によると、近３年間における家庭
でのパソコン所有者は、自分専用と家族共用
をあわせて４６％から７８％へと大きく増加して
おり、学校教育での利用だけでなく家庭での
利用が中心になっている学生が多いことが予
測できる。また２００１年度調査では、家庭のパ
ソコンの６３％はインターネットに接続されて
いる。
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図５　携帯電話の所有状況�
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図２　体験の時期�
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図３　体験項目推移�
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図５の携帯電話の所有状況（２０００年度調査
から実施）をみると、ほぼ１００％に近い学生が
携帯電話を所有しており、その利用内容調査
では電話とメールは当然として、サイト検索、
ソフトなどのダウンロード利用も６０％近い使
用率になっている。
ここまでの調査結果を簡単にまとめると、
７年前にくらべてコンピュータ体験者は５割
から９割になっていること、そのうちの６割
以上はインターネット体験者であり、電子メ
ール利用者も急激に増加している。インター
ネット経験者の増加に比して文書作成経験者
の割合が減少傾向にある。また、いまのとこ
ろ学校での利用が多いものの、家庭へのパソ
コンや携帯電話の普及につれて、エンターテ
イメント的な内容に重点が置かれ始めている
傾向があり、情報機器の普及は必ずしも情報
処理能力の向上につながっているわけではな
い。
２．２　情報処理入門の授業とその評価
２．２．１　情報処理入門の授業の変遷
１９９４年度以前の高岡短期大学における一般
情報処理教育としては、学科別の「情報処理
概論」や産業情報学科（現地域ビジネス学科）
のみの「プログラミングⅠ」という科目が実
施されていた。コンピュータ環境はパソコン
をスタンドアロンで使うかTSS方式（ホストコ
ンピュータと端末でのプログラミング環境）
であり、一般の情報処理教育として充分に体
系化されたものとは言いがたく、パソコンを
使うか使わないかは担当教員にまかされてい
た。１９９５年度から導入されたＬＡＮ環境を機
に、全学生にネットワーク下での情報処理教
育が可能になったのである。授業の特徴を改
めて整理すると、全１年生を対象に、学科や
専攻（コース）の別なく、複数の担当教員が授
業内容を共同で検討し、１クラスごとに複数
の教員と専門職員が担当し、コンピュータを
ブラックボックスとして、社会で利活用でき
る基本的な素養を身につけるというものであ
った。
表１は、１９９５年度から２００１年度までの情報
処理入門科目における授業環境と内容であ
る。内容は左から実施順に並べてある。７年
の間に社会情勢に合わせ徐々にインターネッ
トを利用した内容へと重点を移動しているた
め項目は増えたが、入門教育として基本的な
ことがらは殆ど変化はない。また、当初、産
業工芸学科（現産業造形学科、産業デザイン
学科）の学生を意識して描画を多く取り入れ
ていたが、現在はマルチメディア文書として、
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表１　情報処理入門の実施内容�
年　度� 担　当� OS
１９９５年度�
教官２名�
＋�
技官２名�
マックOS 基本的知識� 基本操作�日本語入力� 文書作成�描画基礎�電子メール�
１９９６年度�
教官２名�
＋�
技官２名�
マックOS 基本的知識� 基本操作�日本語入力� 文書作成�描画基礎�電子メール�
１９９７年度�
教官２名�
＋�
技官２名�
マックOS 基本的知識� 基本操作�日本語入力� 文書作成�電子メール� インター�
ネット�
インター�
ネット�
１９９８年度�
教官１名�
＋�
技官２名�
マックOS 基本的知識� 基本操作�日本語入力� 文書作成�
インター�
ネット�
電子メール�
１９９９年度�
教官１名�
＋�
技官２名�
ホーム�
ページ�
作成�
マルチ�
メディア�
文書�
マルチ�
メディア�
文書�
ホーム�
ページ�
作成�
ホーム�
ページ�
作成�
win９５� 基本的知識� 基本操作�日本語入力� 文書作成�電子メール�
インター�
ネット�
文書作成�電子メール�
インター�
ネット�
文書作成�電子メール�
２０００年度�
教官１名�
＋�
技官２名�
win９５� 基本的知識� 基本操作�日本語入力�
２００１年度�
教官１名�
＋�
技官２名�
win９５� 基本的知識� 基本操作�日本語入力�
実施内容（左から実施順）�
データと画像の扱いを統合した内容に変更し
ている。
２．２．２　評価
∏学生自身の自己評価
授業内容を大きく４つ（文書作成、インタ
ーネット、電子メール、ホームページ作成）
にわけて、興味関心度、理解度、今後の利用
意欲度を、高い、やや高い、やや低い、低い
の４段階で集計した。図６は２００１年度の結果
である。興味関心はいずれの項目も高いとや
や高いをあわせると８０％を超え、特にインタ
ーネットに関しては今後の利用意欲も非常に
高く、興味関心を強く持った学生ほど今後の
利用意欲が高くなる傾向がみられる。一方、
理解度はいずれの項目も前者２つに比べて低
めであり、特にホームページ作成については、
興味関心はある程度あっても理解度が充分で
ないことがわかる。学生のコメントからその
理由を探してみると、授業の最後になってだ
んだん面白くなってきたのに時間が少ないな
ど、授業全体の時間配分を指摘する声がい。
また教員からは、ネットワーク上のデータや
ファイルの概念がつかめない学生が多いこと
が全体的な理解度の低さの原因と考える声も
あり、どちらにしても教員の授業の工夫が必
要なことを示している。
π授業環境への評価
図７は、教員側が提供する授業の体制やテ
キストなどについての２００１年度の評価であ
る。教員同士が毎年見直しながら作成するテ
キストや課題などについてはおおむねよしと
する意見が多い。とくにテキストは、授業以
外の時やゆっくり復習するときにわかりやす
く役にたったという学生コメントが多く、自
習用として活用されていることがわかる。授
業の進め方については、早すぎるという意見
が４０～５０％と比較的多い。また、サポート人
数に関しては、足りないとする学生が４０％前
後で、この割合は１９９５年度調査のころとさほ
ど変わらず、最近ではむしろ増加する傾向に
ある。また、授業の内容や課題については、
ちょうどよいとする学生が圧倒的ではある
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図６　授業評価（自己評価）�
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図７　授業評価（授業環境等）�
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が、学生のコメントをみると退屈だと感じて
いる学生が相当数いることもわかっている。
∫その他学生のコメントから
学生コメントとは、本調査の最後の自由記
述欄に書かれた学生からの感想や要望であ
る。２００１年度調査では８６％の学生からの記述
があり、以下はその内容を整理して抽出した
代表的な意見である。
多かった意見
・全体的に楽しかった、面白かった。
・初心者でもついていけた。
・ゆっくりで分かりやすかった。
・これまで自己流だったが、やり方やその
意味がわかった。
・ホームページの時間が足りなかった。
・上級者と初心者のクラス分けを希望。
難しかったという意見
・授業が早すぎる。
・サポートが少ない。
・先生だけがわかっている。
・専門用語（カタカナ用語）が多すぎる。
・もっと基本的なことを知りたい。
つまらなかったという意見
・高校や中学でのおさらいであった。
・前半は特につまらなかった（基礎の説明、
文字入力など）。
・初歩的過ぎる。
その他の意見
・放置されていた家のパソコンが生きた。
・自習するときプリントが役立った。
３．現状での問題点
本章では、現状の問題点をこれまでの調査
結果および授業担当者として７年間実施して
きた観察から整理してみたい。
∏学生間のレベル差
初期のころは専門を異にする学生の興味関
心の差が学習のレベル差につながることを想
定していたが、実は専門の違いはレベル差に
は無関係であり、逆に専門の違いが学生同士
の助け合いや興味関心の広がりにつながる傾
向があることがわかっている。現実の問題と
しては、高校までの体験の差からくる授業内
容への不満が年々強くなることが浮上してき
た。とくに、工業高校や商業高校のといった
専門課程の卒業生にとって、情報処理入門の
内容はこれまでの単なる繰り返しに過ぎず、
はっきり不満を述べる学生もめだっている。
また、授業が難しかったと感じる学生からは、
操作の早い学生にコンプレックスを感じるな
ど、双方から経験別もしくはレベル別のクラ
ス分けを望む声がある。
π学生の依頼心の変化
複数サポートによる対応は、学生にとって
非常に評価が高い。経験者が５０％程度だった
１９９５年度ころは、複数サポート体制が授業進
度や学生の理解度などを助けるのに有効に活
用されていた。近年の傾向は、深く考えずに
結果を急ぎ求める学生がサポータに依存する
場合が目立ち、このことはコンピュータ体験
者が９０％近いという数値とはうらはらに、サ
ポート人数が不足していると評価する学生が
増えていることと無縁ではない。また、以前
は学生同士が互いに助けあうという場面も多
く見られたが、最近は経験の差が大きいこと
もあるのか、実習時に隣同士との会話が少な
いことも気がかりである。
∫概念教育の不足
ファイル、データ、フォルダという概念は、
形式的に説明しても充分に伝えることは難し
い。担当教員ごとに画像を使ったり補足テキ
ストを作成したりとさまざまな工夫をしては
いるが、いまのところ限られた時間での教育
は充分ではない。知識不足からくる操作ミス
や戸惑いは、この７年間であまり改善されて
いないように思える。むしろ、近年の学生の
ほうが、操作主義の傾向が強くなっていると
の教員同士の感想もある。つまり、インター
ネットサーフィンやチャットは経験がある
が、多くは知識に裏づけされたものではない
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という点を認識した上で授業内容を検討する
必要がある。
ª担当教員同士の連携不足
もともと、教員同士の木目細やかな情報交
換は本科目の特徴であった。現在は授業のテ
キストがある程度固まってきたことや教員が
授業内容に慣れたこともあり、学生の状況を
観察したり新しい技術を教え合うことや問題
の共通認識をもつ機会が極端に少なくなって
いる。この点が授業内容の硬直状態や問題発
見の遅れを生み出している可能性がある。
４．初等・中等情報処理教育の方向
情報処理入門の授業は、今後の初等・中等
教育の情報科目やネットワーク環境の充実に
より、その必要性は徐々に変化していくもの
と思われる。ここでは、参考として現在の初
等・中等教育の動向を紹介する。
∏ミレニアムプロジェクト
文部科学省の文教施策のミレニアムプロジ
ェクト「教育の情報化」５）は、平成１７年を目
標にすべての小中高等学校からインターネッ
トにアクセスでき、すべての学級のあらゆる
授業において教員および生徒がコンピュータ
を活用できる環境の整備を目指している。具
体的には、学校のコンピュータ整備、インタ
ーネット接続、校内ＬＡＮの整備、教員研修
の実施、学校教育用コンテンツの開発、教育
情報ナショナルセンター機能の整備を行なう
こととしている。（図８）
π初等･中等学校における情報教育環境
ミレニアムプロジェクト計画の現状は、文
部科学省が実施した「学校における情報教育
の実態調査」６）などで知ることができる。
平成１３年３月末時点での公立学校における
整備面では、学校コンピュータの総台数は約
１２０万台で、そのうち教育用コンピュータ一
台あたりの児童生徒数は全国平均１３．３人／１
台（富山県１１．６人）、普通教室のＬＡＮ整備率
は８．３％（富山県１１．５％）である。また、コン
ピュータ教室のＬＡＮ整備率は７９．０％でイン
ターネット接続率は８１．１％（富山県９７．１％）と
なっている。数値だけからみると富山県の整
備状況は平均を上回っている。
教員のコンピュータ活用の調査では、コン
ピュータを操作できる教員７９．７％（富山県
８８．２％）。コンピュータを指導できる教員
４０．９％（富山県４３．９％）。インターネット利用
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経験のある教員７３．７％（富山県８５．３％）である。
インターネットで授業経験のある教員２２．７％
（富山県２８．６％）と、教員の育成の面でも富山
県は全国平均を上回って着実に計画が進んで
いるように思われる。しかしながら実際の小
中学校の現場では、設備も教員の育成とも数
値と現実との乖離はいまだ大きく、その点に
ついては、本学においても今後の対応に注意
を払う必要がある。
∫高校における「情報」科目
平成１５年度の高校新入生から適用される新
しい学習指導要領によると、全ての普通科の
高校生が学ぶ新しい教科「情報」が設置され
る。また、商業科や工業科などのように特に
情報分野を専門とする「情報科」が新しく設
置される。本学の場合、普通科を卒業して入
学する学生ばかりではなく、工業や商業など
の専門科目を学んで入学する学生もおり、先
に述べたように学生の履修の違いが問題とな
る。さらに、今後普通科卒業の学生間でもそ
の履修内容に差が出る可能性がある。普通科
「情報」には、３つの分類（Ａ，Ｂ，Ｃ）がな
されており、各学校でどれか１つを選択すれ
ばよいからである。
「情報Ａ」はどちらかといえば情報を活用
する実践力を中心とする内容となっていて、
本学における情報処理入門科目の内容に近
い。「情報Ｂ」ではより情報システムの視点
から学ぶように組みたてられているため科学
的理解が主な内容となっている。これは本学
でいえば情報コースの専門科目の入門内容に
近い。「情報Ｃ」は情報分野に関する総合的
な理解を育む内容で、情報化社会の中で自分
と社会とのかかわり方が中心になる。内容的
にも情報Ａと情報Ｂが前提になっていると考
えられ、高校でこの内容まで実施することは
難しいと思われる。情報の収集・発信と個人
の責任や情報化の進展と社会への影響など大
学で補足していく必要がある。
５．入門的情報処理教育の今後
高岡短期大学の入門的情報処理教育につい
て、これまで述べてきた調査や現状の問題、
今後の初等中等教育の動きを基に次のような
ことを検討する必要があると考えている。
∏経験差問題の解決
これは緊急の課題である。特に授業がつま
らないと感じ、必須科目というだけで単に履
修している学生は今後増加すると考えられ
る。今のところ、そうした学生のためにアド
バンス的な課題や演習問題を作るという補足
的な対処にとどまっている。一方、現在の内
容は多くの学生がまだ必要としていることも
事実である。選択科目とすることやクラスの
分け方を変える、授業の実施形態を自習主体
にしてそのためのテキストを作るなど柔軟な
アイデアが求められている。
π体系的倫理教育の充実
今日のようなネットワーク社会において
は、ネットワーク倫理教育は、初等教育から
実施すべき項目である。しかしながら多くの
初等教育機関では、現在のところどちらかと
いえば児童を有害サイト情報から守ることに
関心が向けられており、教員自身の教育も遅
れがちである。同様に、本学の情報処理入門
では、ネットワーク検索や電子メールの実習
の中で補足的に説明する程度にすぎない。ま
たこの問題は、初等・中等教育で実施したか
ら必要ないという内容ではないため、今後、
情報処理入門の重要な項目として位置付ける
必要がある。
∫高校「情報」との有機的融合
数年後には、学生の多くは新しい指導要領
で「情報」科目を受講済みである。今後、高
岡短期大学での入門的な情報科目が必要かど
うか、どのような位置付けにするかを考える
場合、中学や高校における情報処理教育とう
まく有機的に関係付けて検討することが肝心
である。また、すでに問題化している概念教
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育についてもあわせて検討する必要がある。
実はこの問題は１９９５年当初から抱えている問
題であり、わかりやすい教材開発など授業の
工夫が急がれる。
６．終わりに
高岡短期大学の情報処理科目について、７
年間の調査結果や社会状況の変化などから、
検討を加えてみた。現在、短大の情報処理入
門教育は、情報処理の専門家や関連する技術
者ばかりではなく、社会で生きていくすべて
の人にとって、情報の取り扱いと処理に関す
る正しい素養が不可欠であるという立場にた
った教育を実施している。しかしながら、コ
ンピュータの入門教育という面から、時には
実習が操作中心の授業になることは否定でき
ない。学生の経験差が大きくなった場合には、
操作中心の授業では多くの学生を満足させら
れなくなってきている。このことが教育サー
ビスの低下に繋がる危険性もある。この対策
がまずは、緊急の課題であると考えられる。
また、いまは大学改革など不透明な点も多い
が、情報処理教育に関しては、数年後の中
学・高校での教育との有機的な融合を見据え
た内容を早めになるべく多くの教員同士で検
討する必要がある。
もともと情報処理入門科目は、教員同士の
密な話し合いのもと実施してきた科目であ
り、知識が共有されていることが優れた点で
ある。また、どのクラスの学生の質問にも、
担当教員以外であってもすべて同じように対
応できるというところも重要な要素である。
このような利点を維持し、発展させていくこ
とが、高岡短期大学独自の特長をもった情報
処理教育の方向性であると考えている。
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